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＜金標準、中東情勢の不確実性を織り込む値動き・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

中東情勢でパレスチナ・ガザ地区を実効支配するイスラム原理主義者ハマスがイスラエル

を攻撃し、多数の犠牲者を出した事からイスラエルはガザ地区からのハマス排除の地上作

戦に突入する動きを高めており、中東における地政学的なリスクの高まりで逃避の需要が

強まり、NY市場で 1900ドルを回復している。特に週末はイスラエル軍がガザ地区に歩兵部

隊と戦車部隊で奇襲を行ない、空爆作戦から地上作戦へ移行している。またイラン外相は

イスラエルに対する「新たな戦線」が開かれるかはガザ地区におけるイスラエルの行動に

かかっていると警告を発しており、市場はイスラエルとイランの戦争に拡大する懸念を織

り込む動きを見せ、NY市場で 58ドル高を演じ金標準先物も 229円高と大きく反発している。 

ただ過去の中東戦争では、1980年イラン・イラク戦争、1991年の湾岸戦争、2006年のレバ

ノン侵攻では開戦 1日目は大きく上昇するが、1ヵ月後は 7％近く反落しており、今回もガ

ザ地区に限定された戦争であれば、目先の高値を試した可能性は高いと思える。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACD や RCI では、MACD は MACD が上昇し、シグナルも上昇している。

RCI でも短期が上昇し、長期は切り上げるなど強気を示唆している。ただ日足が 10 日移動

平均線の位置する 8887円から乖離した状態であり、9000 円までの調整安に注意と思える。 
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